
日野川水系大規模氾濫時のタイムライン検討会(準備会)を開催しました 

平成２９年８月７日(月) 

日野川河川事務所 

 平成2９年８月４日（金）、鳥取県西部総合事務所（講堂）において、日野川水系大規模氾濫時のタイムライン検討会を
開催しました。 
 タイムラインとは、住民の命を守る、さらに経済被害を最少化することを目的に「いつ」「何を」「誰が」の３つの要素を防災に係る組
織が連携し、災害に対するそれぞれの役割や対応行動を定めたものです。 
 河川の氾濫等災害時の行動は、河川管理者の情報提供や自治体の行政対応のみではなく、多くの防災関連機関等との連携
が必要になるため、タイムライン検討会で、関係者が防災の行動について検討を行っていきます。 
 今回は第１回目ということで、準備会として、今後、検討・討議を行っていく参加者の自己紹介、設置要綱の承認の外、
タイムラインや日野川概要、近年の気象等検討の基本となる内容について確認を行いました。 
 国土交通省、気象台、鳥取県、米子市、伯耆町、南部町、日吉津村等行政機関をはじめ、福祉施設事業者、交通事業者、
NTT、米子ガス、水道、中国電力、報道事業者、約６０名が参加し、鳥取大学地域安全工学センターの黒岩教授を座長とし
て、平成２９年度末を目途に行動計画（タイムライン）策定を行うこととしています。 

 検討会の様子 

鳥取大学 黒岩教授 
  （座長）挨拶 
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